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研究概要 

 

 

 

 

 

 

急激な少子化に伴い、全国でも小規模校が爆発的に増加することが考えられる。

中核市の岐阜市でも本校を含むいくつかの学校が小規模校となっており、多様な

考え方や人間性に触れて学んだり生活したりする機会が減少している。 

ただ、GIGA スクール構想にて１人１台タブレットが配布され、対面だけでなく、

オンラインでも学んだり対話したりする環境が整えられた。 

そこで、小規模校３校（方県小、網代小、三輪北小）が 1 つの学園として、様々

な教育活動をオンラインや対面で展開することができれば、小規模でありながら

学びの質を担保する新しい学校の在り方を示すことができる。 

また、３校の児童だけでなく教員も共有するため、学びの質の高まりや働き方改

革にもつながる研究である。 

 

 

到達目標 

 

 

 

 

 

 

○３校合同のオンライン授業の在り方を研究し、持続可能な教育の実現 

・オンラインアプリの活用方法の理解 

・学習活動でのアプリの有効な活用の仕方と授業の創造 

・実際の授業でチャレンジ 

・持続可能な授業の在り方の検討 

○オンラインと対面を組み合わせた教育活動の実施（野外学習・修学旅行等） 

・組み合わせによる有効な教育活動の洗い出し 

・教育活動の計画 

・教育活動の実施 

○学園構想を実行する職員のコミュニケーションと働き方の究明 

 

 

得られた成果の波

及効果 

 

 

 

 

このことは、「令和の日本型学校教育」でも課題として挙げられている項目でもあ

り、全国の学校の今後の在り方を示す研究である。 

本研究を充実させ、今後、劇的に増加する小規模校の新しい教育の在り方として、

全国に提案していきたい。 

 

校長（園長）所見 

 

 

 

 

この研究は、未来の教育の当たり前を創造するものである。近い未来に小規模校

はもちろん、中規模校や大規模校でも学年授業や個別最適な学び・協働的な学び

に応用可能な教育の在り方である。 

教育 DX を具現する新しい時代の教育研究であるため、研究の成果に期待したい。 

 














